
第5号

発行

生駒市図書館
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１ 生 駒 市 史 編 さ ん だ よ り 令和8年3月

生
駒
歴
史
タ
イ
ム
ス

価格
３,500円
（税込）

Ａ5版
フル
カラー

ついに生駒市史第１巻 完成！

市内5図書館・室、市役所生涯学習課、生駒ふるさとミュージアム

啓林堂生駒店（第１巻のみ）（各施設の休館日や閉庁日は除きます）

第１巻・史料集は下記の施設で令和８年４月24日㈮から販売開始！！！

生駒市史史料集第3集・第7集ができました

近世・近代史料集３

第7集 史料に見る生駒の古代・中世

－ 旗本松平家知行所－

第３集 史料に見る生駒の近世

旗本松平家によって置かれた辻村の生駒陣屋や市内の各地域に
残る史料をまとめています。領主による年貢の取り立てや、陣屋
役人による支配を拒み、長州藩に支配を願い出た「矢野騒動」、
11か村のできごとなど人々の苦労が分かる史料集です。

「記紀」・和歌など国内のあらゆる書物や金石
文などから、古代・中世の生駒に関する記述を抽
出した史料を所収した1冊。発掘調査の成果をもと
に、市内遺跡の中から選んだ主要な集落や窯、墓、
城などの解説と図版も掲載しています。

市史完成を記念して生駒にち
なんだグッズを作成。グッズの
売り上げは歴史文化基金に収め
られ、市史編さん事業などに役
立てられます。
▷販売場所 市内5図書館・室
▷費用 各400円

◀（左から）一筆箋（生駒山デ
ザイン・茶筌デザイン）、生駒
市のかたちクリップ

第
1
編
の
「自
然
地
理
」
で
は
、
本

市
の
地
質
・
地
形
や
自
然
災
害
、
気

候
を
記
述
。
第
2
編
の
「
古
代
」
で

は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
院
政
期
以

前
、
第
3
編
の
「
中
世
」
で
は
院
政

期
か
ら
１
６
０
０
年
頃
ま
で
を
対

象
に
、
各
時
代
の
生
駒
で
起
き
た
で

き
ご
と
や
人
々
の
く
ら
し
、
祈
り
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
た
新
情
報
満

載
の
書
籍
で
す
。
壮
大
な
歴
史
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
知
り
、
新
し
い
生
駒
像

を
発
見
で
き
ま
す
。

４
月
24
日
（金
）か
ら
発
売

生
駒
市
市
制
50
周
年
を
記
念

し
、
令
和
3
年
に
開
始
し
た
生
駒

の
歴
史
「
市
史
」
を
作
る
市
史
編

さ
ん
事
業
。
つ
い
に
市
史
の
第
1

巻
が
完
成
し
ま
し
た
。
本
市
の
豊

か
な
歴
史
に
つ
い
て
最
新
の
調
査

研
究
を
行
い
、
成
果
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
今
後
は
全
5
巻
発
刊
予

定
。

史料集第３集、第７集も同時刊行

価格 各
2,500円
（税込）

Ｂ5版
モノクロ

表紙 生駒宮曼荼羅（室町時代）

（所蔵：往馬坐伊古麻都比古神社）
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生駒地域の

一村独立・

合村の動き

文：山上 豊

生駒市史執筆員
（近現代史分科会）

元奈良大学文学部
非常勤講師

史料紹介

史料名：請願書 奈良県大和国平群郡壱分村

『自明治廿年至廿三年 町村制』（奈良県庁文書）

(画像提供：奈良県立図書情報館 まほろばライブラリー)

か
村
」
「
小
瀬
村
外
九
か
村
」
に
集

約
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
二
二
年
（一
八

八
九
）
四
月
に
「
町
村
制
」
が
施
行

さ
れ
、
国
家
の
末
端
機
構
と
し
て

の
行
政
村
が
誕
生
し
、
奈
良
県
で

も
一
八
三
町
一
三
〇
六
村
が
一

〇
町
一
四
二
村
二
組
合
村
に
合

併
さ
れ
た
が
、
難
航
し
た
村
も

あ
っ
た
。

こ
の
合
併
で
生
駒
地
域
は
北
倭

村
、
北
生
駒
村
、
南
生
駒
村
の
三

か
村
に
整
理
統
合
さ
れ
、
そ
の
後

の
生
駒
地
域
の
原
型
と
な
っ
た
。

こ
の
合
併
を
め
ぐ
っ
て
、
壱
分
村

は
そ
れ
ま
で
「
山
崎
村
外
六
か

村
」
に
属
し
て
い
た
が
、
県
の
合
併

案
で
「
小
瀬
村
外
九
か
村
」
に
編

成
替
え
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
壱
分
村
は
、
一
村
独
立
を
主

張
し
、
そ
れ
が
無
理
で
あ
れ
ば
、

も
と
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
、
同
年

二
月
九
日
に
奈
良
県
知
事
宛
に

上
申
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
壱
分
村
は
も
と
も
と
「
山
崎

村
外
六
か
村
」
に
属
し
、
こ
れ
ら

の
村
と
は
共
有
財
産
も
あ
り
、

水
利
な
ど
で
北
倭
村
と
共
通
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
北
倭
村

に
と
っ
て
こ
れ
ら
は
相
異
な
り
、

土
木
で
も
常
に
損
失
と
な
る
。
本

村
の
基
礎
は
す
で
に
鞏
固
で
あ
り
、

あ
え
て
合
併
す
る
必
要
が
な
い
と

し
た
。
二
名
は
合
併
を
強
く
希
望

し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
結
局
、
北
倭
村
は
地
域
的
な

結
合
が
強
い
う
え
、
生
駒
地
域
で

は
農
業
生
産
力
が
最
も
高
く
、
豊

か
な
村
で
あ
り
、
大
字
二
名
と
合

併
す
る
利
点
が
な
か
っ
た
と
い
え

る
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
生
駒
地
域

と
し
て
は
二
つ
の
珍
し
い
動
き
が

あ
っ
た
。

民
情
気
質
も
通
じ
て
い
た
が
、
合

併
の
際
、
村
中
へ
一
言
の
協
議
も

せ
ず
に
承
認
さ
せ
ら
れ
た
と
し
、

村
惣
代
の
責
任
に
も
及
ん
で
い
る
。

結
局
、
こ
の
請
願
は
認
め
ら
れ
ず
、

壱
分
村
は
「
町
村
制
」
に
も
と
づ

き
、
南
生
駒
村
に
属
す
る
こ
と
で

押
し
切
ら
れ
た
。

も
う
一
つ
は
、
明
治
二
六
年
（一

八
九
三
）
の
富
雄
村
大
字
二
名
の

動
き
で
あ
る
。
富
雄
村
の
北
部
に

位
置
し
、
北
倭
村
と
接
し
て
い
る

二
名
か
ら
、
北
倭
村
へ
の
合
併
請

願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
二
名
は
維
新
前
か
ら
地

理
・人
情
・風
俗
・交
通
・経
済
・

そ
の
後
、
堺
県
・
大
阪
府
と
変

遷
し
、
明
治
二
〇
年
（一
八
八
七
）

年
一
一
月
四
日
、
奈
良
県
が
再

設
置
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
、
生
駒

地
域
も
「大
区
小
区
制
」
や
「連
合

戸
長
役
場
制
」
の
も
と
で
行
政
区

域
の
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
「高

山
村
外
四
か
村
」
「山
崎
村
外
六

平
群
郡
壱
分
村
と
、
富
雄
村
二

名
の
一
村
独
立
・
合
村
の
請
願
の

動
き
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
。

明
治
維
新
と
と
も
に
奈
良
県
が

成
立
し
、
生
駒
地
域
は
旧
添
下
郡

の
五
か
村
と
旧
平
群
郡
の
一
七
か

村
の
あ
わ
せ
て
二
二
か
村
を
近

世
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
。

史料名：〔合併〕請願書

(画像提供：北倭土地改良区)
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第
１
回
い
こ
ま
歴
史
サ
ロ
ン
「
文

学
者
の
眼
差
し
が
捉
え
た
生
駒
」

に
、
約
30
名
の
参
加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。
文
学
分
野
の
執
筆
員
２

名
が
講
師
を
務
め
、
穴
井
潤
氏
か

ら
「生
駒
山
に
か
か
る
雲
」と
題
し
、

『
伊
勢
物
語
』
に
登
場
す
る
生
駒

山
の
雲
の
役
割
、
後
世
の
文
学
に

与
え
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
光

石
亜
由
美
氏
か
ら
「
夏
目
漱
石
の

門
下
生
・
中
村
古
峡
」と
題
し
、
夏

目
漱
石
と
の
関
係
や
生
駒
を
舞

台
と
し
た
小
説
『
殻
』
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第

２
回
「
生
駒
の
農
業
と
も
の
づ
く

り
の
再
発
見
」
に
は
、
約
30
名
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
近
現

代
史
分
科
会
か
ら
２
名
が
講
師

を
務
め
、
岡
橋
秀
典
氏
か
ら
「
生

駒
市
の
農
業
が
た
ど
っ
た
道
」
と

題
し
、
戦
後
、
特
に
市
政
施
行
後

の
農
業
の
変
化
に
つ
い
て
、
北
野

裕
子
氏
か
ら
「
近
代
生
駒
の
も
の

づ
く
り
」
と
題
し
、
調
査
結
果
か

ら
得
ら
れ
た
近
代
か
ら
の
産
業
の

流
れ
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
は
７
月
25
日
に
歴
史
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
広
報
い
こ

ま
ち
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

編集後記

この度、本編第1巻を創刊しました。同時に史料集第３集、同７集

も発刊する運びとなりました。これもひとえに、執筆員の皆様方、

ボランティア、調査にご協力をいただきました皆様の温かいご支

援、ご尽力の賜物と深く感謝する次第です。是非、ご一読いただ

ければ幸いです。そして、これらがまちへの愛着を深め、郷土を

未来に引き継ぐ大切さについて考える良き道標になればと願っ

ています。

②

④広島大学名誉教授・奈良

大学総合研究所特別研究員

岡橋秀典氏 ⑤龍谷大学・

京都女子大学非常勤講師

北野裕子氏 ⑥講演のあと

に行われた質疑応答のよう

す

生駒歴史サロンを開催

第１回「文学者の眼差しが捉えた生駒」 令和7年10月25日㈯

第２回「生駒の農業とものづくりの再発見」 令和8年 3月 1日㈰
図書会館大会議室ところ

生駒市史史料集
好評販売中！

＜掲載史料＞

・北倭郷土誌資料

・北倭村風俗誌調

・奈良県風俗誌記載事項調

北生駒村・南生駒村

価格
1,500円
（税込）

第１集

■販売場所

市内5図書館・室、市役所生涯学習課

生駒ふるさとミュージアム（休館日や閉庁日は除きます）

➀奈良大学文学部国文学科

講師 穴井 潤氏 ②奈良

大学文学部国文学科教授

光石亜由美氏 ③講演のあ

とに行われた質疑応答のよ

うす

②

①③

⑤

④

⑥

近世・近代史料集２

史料に見る生駒の近代

～村から町、そして市へ～

史料に見る生駒の近世

－総地域・郡山藩領・旗本堀田家
及び森家知行所－

近世・近代史料集４

価格
2,500円
（税込）

第４集

価格
2,500円
（税込）

第２集

近世・近代史料1

近代郷土誌・風俗誌



令
和
７
年
度
の
動
き

５
つ
の
分
科
会
で
は
下
記
の
活

動
を
実
施
。
年
度
末
の
発
刊
に
向

け
て
、
本
編
第
１
巻
に
関
す
る
編

集
会
議
が
古
代
史
分
科
会
と
中

世
史
分
科
会
で
分
科
会
の
垣
根

を
越
え
て
活
発
に
行
わ
れ
、
執
筆

か
ら
校
正
に
力
を
注
い
だ
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
同
様
に
、
史
料
集

第
3
集
と
第
7
集
の
発
刊
の
た

め
、
古
代
史
分
科
会
と
近
世
史
分

科
会
も
会
議
と
執
筆
、
校
正
に
注

力
。
近
世
史
分
科
会
は
来
年
の
第

2
巻
発
刊
に
向
け
て
打
合
せ
や

執
筆
も
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
は
近
現
代
史
分

科
会
に
よ
る
産
業
分
野
の
調
査

や
、
自
然
分
野
に
よ
る
昆
虫
・
植

物
・
魚
類
、
ほ
乳
類
な
ど
の
調
査

も
数
多
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
、
前
年
度
に
引
き
続
き
市
内

の
寺
社
文
書
・
仏
像
調
査
や
古
民

家
建
築
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
、

各
分
野
で
の
調
査
が
続
い
て
い
ま

す
。

令和8年3月 生 駒 市 史 編 さ ん だ よ り ２

古代史分科会・中世史分科会

１回の分科会、２回の編集会議と市史第1巻・

史料集7の執筆を行いました。

４月 第5回中世史分科会

６月 古代史・中世史分科会第1回合同編集会議

９月 古代史分科会

通年 市史第1巻・史料集7の執筆

文化遺産・自然分科会

分科会内でそれぞれの分野に分かれ打ち合わ

せや調査を行いました。

４月 自然分野打合せ

５月 ため池等昆虫調査

６月 ほ乳類調査

７月 第4回文化遺産分科会・鶴林寺調査

10～11月 秋の動物生息状況調査

11～12月 市内産業聞き取り調査

10・12月 古民家調査

１月 円福寺撮影実測調査

３月 文学史料調査、大福寺調査

通年 市内植物調査

市内昆虫調査

民俗分野打合せ

近世史分科会

4回の会議と史料の翻刻、史料集3の執筆を行

いました。

４月 史料集3編集会議

７月 鶴林寺史料調査

８月 第6回近世史分科会

１月 第7回近世史分科会、円福寺史料調査

２月 市史第2巻打合せ

各分科会の活動報告

近現代史分科会

2回の会議と、史料集5のための史料収集、各

所での聞き取り調査を実施しました。

４月 大和文華館史料調査

５月 近現代打合せ

６月 市内病院聞き取り調査

６月 市内産業聞き取り調査

６月 近現代打合せ

８月 史料集5打合せ

10月 農業聞き取り調査

10月 北倭土地改良区調査

11月 住宅開発に関するフィールドワーク

12月 住宅地の観察と撮影

12月 ため池等農業施策調査

12月 第6回近現代史分科会

通年 生駒市所蔵史料調査

有山武兵衛史料整理

明治～昭和発行新聞記事調査

市史編さんボランティアが

活躍しています
約20名のボランティアの皆さんが市史編さん室での

史料の整理作業、翻刻作業、講演会でのイベント運営

などに取り組んでいます。

新聞の地方版で、生駒市が市史編さんのボランティアを募って

いることを知りました。当初は、史料の翻刻などの作業を、ここ

二・三年ほどは、県の図書情報館に通って、地方紙のマイクロフィ

ルム版から生駒市に関連する記事の検索をして

おります。以前から民俗学や地域の歴史などに

興味がありましたので、自分なりの「発見」や

「気づき」もあって、楽しく参画させてもらって

います。 西村 博美さん

Interview : こんな活動、やってます


